
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2編 

一次エネルギー消費量算定プログラム解説（住宅編） 
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１．住宅の一次エネルギー消費量算定プログラム 
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１-１住宅の一次エネルギー消費量算定プログラムの機能 

算定用プログラムは、評価対象住宅の基準一次エネルギー消費量、設計一次エネルギー消費量等を

算定し、算定結果を出力するツールとして開発されたものであり、以下の機能を有する。 
 

(1) 基準一次エネルギー消費量および設計一次エネルギー消費量を算定 

算定用プログラムを用いると、①基準一次エネルギー消費量、②設計一次エネルギー消費量を算定

することができる。 
 

(2) 住宅毎の入力データの保存・再入力が可能 

住宅毎に入力を中断したり、入力を完了した際に、入力データを xml 形式にてパソコン内に保存

することができる。また、保存したデータを読み込み、中断状態から再開して再入力することがで

きる。 
 

(3) 住宅毎の入力データ・算定結果を PDF 形式で出力 

住宅毎に入力したデータと基準達成率算定結果を PDF ファイルとして出力することができる。出

力した PDF ファイルは、認定低炭素住宅への申請の際に利用できる。 
 

(4) 以下の手順で評価 

 

図 １-１.１ 算定プログラムの基本的な操作手順 

入力項目の確認・訂正 

算定プログラムの起動（ホーム画面へアクセス） 

基本情報入力タブの表示・入力 

用途別入力画面の表示、タブごとの入力 

計算の実行・一次エネルギー消費量の確認 

算定結果（PDF ファイル）の出力 

［換気］入力画面 

・［換気］タブ 

・［熱交換］タブ 

［給湯］入力画面 

・［給湯］タブ 

・［太陽熱給湯］タブ 

［照明］入力画面 

・［照明］タブ 

［発電］入力画面 

・［太陽光発電］タブ 

・［コージェネレーション］タブ 

［暖冷房］入力画面 

・［外皮］タブ 

・［暖房設備］タブ 

・［冷房設備］タブ 
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１-２算定プログラムの操作方法 

１-２-１算定プログラムの起動 

本算定用プログラムは、インターネット上で活用するウェブアプリケーションである。所定の URL

にアクセスすることで使用できる。 

１-２-２ホーム画面 

ホーム画面には、①基本情報・結果表示エリア、②用途毎の入力概要表示エリア、③用途毎の入力

画面を切替えるボタン、④入力データの［クリア］ボタン、⑤入力作業の［中断］ボタン、⑥入力作

業の［再開］ボタン、⑦様式（計算結果）の［出力ボタン］が配置されている。 

 
画面 １ ホーム画面 

 

「①基本情報・結果表示エリア」では、住宅の名称、地域区分、住宅の規模、基準一次エネルギー

③用途別入力画面切替えボタン 

④入力データのクリアボタン 

⑤入力作業中断ボタン 

⑥入力作業再開ボタン 

⑦様式（計算結果）出力ボタン 

①住宅の基本情報・算定 

結果の概要表示エリア 

②各用途の入力データの概要表示エリア 

（各設備の入力タブ表示することができる） 
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消費量、設計一次エネルギー消費量が表示される。また、計算が終了している場合には、用途別の一

次エネルギー消費量がグラフ表示される。 

［編集］ボタンをクリックすると、基本情報入力タブ（住宅名称、床面積、建て方、構造、地域区

分などを入力）に移動する。 

［詳細］ボタンをクリックすると、算定結果の詳しい情報が表示される。 

 

画面 ２ 用途別の一次エネルギー消費量のグラフ表示 

 

 

 

「②用途毎の入力概要表示エリア」には、暖冷房、換気、照明、給湯、発電毎の入力情報の概要が

表示される。各表示欄下部の［詳細］ボタンをクリックすると、それぞれの用途の設備の入力タブに

移動する。 

 

③用途毎の入力画面を切替えるボタン、④入力データの［クリア］ボタン、⑤入力作業の［中断］

ボタン、⑥入力作業の［再開］ボタン、⑦様式（計算結果）の［出力］ボタンをクリックすると、そ

れぞれ、データをクリアする、データをパソコンに保存する、パソコンから読み込む、入力情報・算

定結果を PDF ファイルにて出力するなどの操作を実行する。 
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１-２-３基本情報入力画面 

ホーム画面の「①基本情報・結果表示エリア」にある［編集］ボタンをクリックして、基本情報入

力画面を表示する。ここでは、住宅（住宅タイプ）の名称、床面積（主たる居室、その他の居室、非

居室、合計）、省エネルギー基準地域区分、年間日射地域区分を入力・選択する。 

 

画面 ３ 基本情報入力タブ 

 

 

 

2-7



 

 
 

１-２-４用途別入力画面 

ホーム画面の用途毎の入力画面を切替えるボタンをクリックすると、ボタンに応じて暖冷房入力画

面、換気入力画面、給湯入力画面、照明入力画面、発電入力画面に移動する。それぞれの入力画面で

は、各用途に応じた設計内容や設備仕様などを入力する入力タブが表示される。例えば、暖冷房入力

画面では、暖冷房エネルギー消費量の算定に必要な外皮に関する情報を入力する「外皮タブ」、暖房設

備の種類や仕様、省エネルギー対策を入力する「暖房設備タブ」、同様に冷房設備の情報を入力する「冷

房設備タブ」が表示される。 

 

 

画面 １ 暖冷房入力画面 
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１-２-５設計情報、設備情報の選択または入力 

各タブでは、評価対象住宅に設置する設備機器の種類、仕様、省エネルギー対策などを選択または

入力する。選択・入力する以前の状態では、各タブに表示されている項目は少ないが、選択・入力し

た内容に応じて、新たな選択・入力する項目が順次展開・表示される。 

※選択・入力内容に応じ、次に展開・表示される項目が変わる。 

※算定に必要な情報が全て選択・入力されていないと、計算結果は表示されない。 

 

画面 ２ ［「主たる居室」と「その他の居室」の両方あるいはそれぞれに暖冷房設備機器を設置す

る］を選択すると「主たる居室」「その他居室」の暖房設備の選択欄が展開する 
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１-２-６計算の実行 

評価対象住宅の計画内容に応じて、必要な項目の選択・入力を全て完了し、［計算］ボタンをクリッ

クし、基準一次エネルギー消費量および設計一次エネルギー消費量を算定する。算定結果が画面上に

表示される。[詳細]をクリックすると、省エネルギー基準値、低炭素基準値、設計一次エネルギー消費

量基準値の算定結果の詳細が表示される。また、HOME 画面には算定結果の概要がグラフとともに表

示される。 

 

画面 ３ 選択・入力を終えたら［計算］ボタンをクリック 

 

 
画面 ４ 算定結果の表示 
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画面 ５ 算定結果の詳細表示 

 
 
 

画面 ６ HOME 画面での算定結果の概要表示 
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１-２-７選択・入力に問題があり、計算できない場合の対応 

必要な項目が全て選択・入力されていない、あるいは不適切な数値が入力された場合には、［計算］

ボタンをクリックした際に、画面上部のメッセージ欄にエラーメッセージが表示される。メッセージ

中の［詳細］をクリックすると、問題のある選択・入力項目の詳細が表示されるので、該当する項目

について選択・入力し直した上で、改めて［計算］ボタンをクリックする。 

※エラー内容の詳細表示画面が表示している状態で画面をクリックすると、表示画面は消える。 

 

画面 １０ 選択・入力に問題がある場合のエラーメッセージ 

 
 

画面 １１ エラー内容の詳細表示 
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１-２-８算定（PDF ファイル）の出力 

選択・入力を終了し、算定結果を確認したら、データを PDF ファイルとして出力する。用途別入力

画面切替えボタンのエリアにある［HOME］ボタンをクリックしホーム画面に戻る。ホーム画面に表

示されている［様式］ボタンをクリックすると、算定結果、入力情報が一覧となった PDF ファイルが

自動生成される。ファイルの出力は印刷またはパソコンへの保存が選択できる。 

 

画面 １２ ［HOME］ボタンでホーム画面に戻る 

 

 

画面 １３ ［様式］ボタンをクリックし PDF ファイルを生成する 

 
 

画面 １４ 生成された PDF ファイルのイメージ 
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